
現状継続

要検討

見直し

休止
終了

国支出金 道支出金 地方債 その他 一般財源

92 1 91

令和3年度目標
交付件数及び交
付金額
2件
500,000円

農業後継者等
育成基金積立
利子

令和3年度交付
件数及び交付金
額
（実績）
1件
91,500円

令 和 4 年 度  事 務 事 業 評 価 調 書

総合
計画
体系

章 5 活力みなぎる産業と交流のまち
評価区分

事業を現状のまま継続して実施するもの

節 5-1 農業の振興
事業効果をさらに高めるために事業内容等を検討するもの

事業の廃止や縮小を見据えて事業内容等を見直すもの

施策 5-1-1 担い手の育成

二次評価についての
コメント

現状継続とする。

実績等 評価基準
一次
評価

二次
評価

農
政
課

新規就農経営安定支
援事業

農業後継者の確保と定着促進を図るた
め、青年等就農計画の認定を受けた新規
就農者に対し、就農から3年間、農地賃借
料の一部を助成する。

対象件数　1件（令和2年度新規
就農者）

現状継続 現状継続

事業名 事業内容 事業費
財源内訳（単位：千円）担

当
課

事業を休止や終了とするもの

一次評価を踏まえた
今後の方向性
（評価の視点）

依然として続いている農業者の減少や高齢化、後継者不足という農業の現状から、市内優良農地の活用保全に担い手への集積だけではなく、担い手の確
保が重要となる。担い手確保の対策として、当市への就農機会の向上と新規就農者の定着を図るため、新規就農者の就農初期における農業経営の安定の
確保の支援として、国の補助事業に加えて市としての支援制度を今後も継続する。



現状継続

要検討

見直し

休止
終了

国支出金 道支出金 地方債 その他 一般財源

0

令和3年度目標
交付件数及び交
付金額
2件
600,000円

令和3年度交付
件数及び交付金
額
（実績）
0件
0円

事業名 事業内容 事業費
財源内訳（単位：千円）

令 和 4 年 度  事 務 事 業 評 価 調 書

総合
計画
体系

章 5 活力みなぎる産業と交流のまち
評価区分

事業を現状のまま継続して実施するもの

節 5-1 農業の振興
事業効果をさらに高めるために事業内容等を検討するもの

事業の廃止や縮小を見据えて事業内容等を見直すもの

施策 5-1-1 担い手の育成
事業を休止や終了とするもの

一次評価を踏まえた
今後の方向性
（評価の視点）

依然として続いている農業者の減少や高齢化、後継者不足という農業の現状から、市内優良農地の活用保全に担い手への集積だけではなく、担い手の確
保が重要となる。当市において持続性の高い農業の展開を図るため、担い手の育成に資する研修活動や新規就農者の定着促進への支援を継続する。

二次評価についての
コメント

現状継続とする。

実績等 評価基準
一次
評価

二次
評価

農
政
課

農業後継者等育成事
業

農業後継者等の確保・育成のため、農業
技術習得などの研修費に農業後継者等育
成奨励金を交付する。また、就農から4・
5年目の新規就農者について、資材購入
費、農地賃借料等の経費を対象に新規就
農者支援金を交付する。

令和3年度は該当者なし。 現状継続 現状継続

担
当
課



現状継続

要検討

見直し

休止
終了

国支出金 道支出金 地方債 その他 一般財源

1,260 1,260

令和3年度目標
交付件数及び交
付金額
2件
2,000,000円

令和3年度交付
件数及び交付金
額（実績）
3件
1,226,300円

事業名 事業内容 事業費
財源内訳（単位：千円）

令 和 4 年 度  事 務 事 業 評 価 調 書

総合
計画
体系

章 5 活力みなぎる産業と交流のまち
評価区分

事業を現状のまま継続して実施するもの

節 5-1 農業の振興
事業効果をさらに高めるために事業内容等を検討するもの

事業の廃止や縮小を見据えて事業内容等を見直すもの

施策 5-1-1 担い手の育成
事業を休止や終了とするもの

一次評価を踏まえた
今後の方向性
（評価の視点）

ボールパークの開業に伴う交流人口の増加を見据え、農業分野が持つ市の魅力向上につながる特産品の開発等に取り組まれてきており、相談等も寄せら
れていることから引き続き、これら農業者等の取り組みの促進や農商工連携による農業者の収入確保の機会を作り、持続的な農業を展開していくための
支援を継続する。また、引き続き研修やセミナーを開催し、農業者の意識醸成を図っていく。

二次評価についての
コメント

現状継続とする。

実績等 評価基準
一次
評価

二次
評価

農
政
課

六次産業化等支援事
業

市内農産物を原材料とした加工品の製
造・販売や地産地消等、農業者の所得向
上につながる6次産業化や農商工連携等の
取組を支援する。

北広島市六次産業化等支援事業
補助金（商品開発等事業）　交
付3件　計1,226,300円
市HPでの6次産業化等の情報発信
随時研修会を開催

現状継続 現状継続

担
当
課



現状継続

要検討

見直し

休止
終了

国支出金 道支出金 地方債 その他 一般財源

2,000 2,000

令和3年度整備
面積（目標）
整備面積21ha

令和3年度整備
面積（実績）
整備面積17ha

事業名 事業内容 事業費
財源内訳（単位：千円）

令 和 4 年 度  事 務 事 業 評 価 調 書

総合
計画
体系

章 5 活力みなぎる産業と交流のまち
評価区分

事業を現状のまま継続して実施するもの

節 5-1 農業の振興
事業効果をさらに高めるために事業内容等を検討するもの

事業の廃止や縮小を見据えて事業内容等を見直すもの

施策 5-1-2 農地の利用・保全
事業を休止や終了とするもの

一次評価を踏まえた
今後の方向性
（評価の視点）

　市内の農地において作物の品質向上、安定性及び生産性を高めるためには農地の状態を維持することが必要であり、農業経営の安定化や遊休農地の流
動化にもつながることから引き続き支援を実施する。整備面積が向上するよう、農業者等のきめ細やかな相談対応、関係機関を含めた事業の周知を図っ
ていく。

二次評価についての
コメント

現状継続とする。

実績等 評価基準
一次
評価

二次
評価

農
政
課

農地改良事業
明暗渠等の排水整備、農地復元、土質改
良等を実施し、生産の安定化や、借り手
のいない遊休地の流動化を図る。

明・暗渠排水整備、客土、農地
復元、土質改良に対し助成
申請状況
　暗渠　6,511m
　明渠　1,000m
　客土　1,413a
　石れき除去　200a
　圃場均ぺい　80a

現状継続 現状継続

担
当
課



現状継続

要検討

見直し

休止
終了

国支出金 道支出金 地方債 その他 一般財源

8,555 8,555

令和3年度目標
農園マップ掲載
施設数
30ヶ所

令和3年度農園
マップ掲載施設
数
（実績）
30ヶ所

事業名 事業内容 事業費
財源内訳（単位：千円）

令 和 4 年 度  事 務 事 業 評 価 調 書

総合
計画
体系

章 5 活力みなぎる産業と交流のまち
評価区分

事業を現状のまま継続して実施するもの

節 5-1 農業の振興
事業効果をさらに高めるために事業内容等を検討するもの

事業の廃止や縮小を見据えて事業内容等を見直すもの

施策 5-1-3 都市住民との交流
事業を休止や終了とするもの

一次評価を踏まえた
今後の方向性
（評価の視点）

 年間６０万人を超える入込がある農産物直売所や市民農園をはじめとした市内のグリーン・ツーリズム施設は、農業者の収入機会の確保に大きく寄与
している。平成30年度から令和4年度を期間として実施した施設整備への支援は令和元年、令和2年に2件の支援を行ったところであるが、以降は相談等
もないことから目的は達成したものとして終了し、今後は市のグリーンツーリズムの積極的なＰＲや協議会支援を通して、また、寒地稲作発祥の地であ
る当市の米への支援と当市の魅力発信のため、産地指定を受け販売をしている広島県でのプロモーション活動を通して市の農業振興を継続する。

二次評価についての
コメント

施設整備への支援については見直しを行うこと。

実績等 評価基準
一次
評価

二次
評価

農
政
課

グリーンツーリズム
推進事業

「きたひろしま農園マップ」等を活用
し、市内のグリーン・ツーリズムの取組
を周知する。
また、加工・販売等のグリーン・ツーリ
ズム等の施設整備事業に対し補助金を交
付する。

施設整備事業　交付額
8,426,800円
北広島市グリーン・ツーリズム
協議会補助金
交付額　107,745円
きたひろしま農園マップを更新
し、市内のグリーン・ツーリズ
ムのPRを実施
北広島市グリーン・ツーリズム
協議会・北広島市農泊交流協議
会への支援

見直し 見直し

担
当
課



現状継続

要検討

見直し

休止
終了

国支出金 道支出金 地方債 その他 一般財源

0

令和3年度目標
参加者数
0人（新型コロ
ナウイルス感染
症対策のため）

令和3年度参加
者数
（実績）
0人（新型コロ
ナウイルス感染
症対策のため）

事業名 事業内容 事業費
財源内訳（単位：千円）

令 和 4 年 度  事 務 事 業 評 価 調 書

総合
計画
体系

章 5 活力みなぎる産業と交流のまち
評価区分

事業を現状のまま継続して実施するもの

節 5-1 農業の振興
事業効果をさらに高めるために事業内容等を検討するもの

事業の廃止や縮小を見据えて事業内容等を見直すもの

施策 5-1-3 都市住民との交流
事業を休止や終了とするもの

一次評価を踏まえた
今後の方向性
（評価の視点）

令和3年度は令和2年度に引き続き新型コロナウイルス感染症対策のため、食農教室は中止としたが、これまでに開催した食農教室は参加者から高評価を
得ている。地産地消の推進は市の農業振興にもつながり、生産者を知ることでより食に対する安心感も高まることから、食と農について生産者等との交
流を図ることを基本とし感染症対策にも配慮した内容で継続する。

二次評価についての
コメント

現状継続とする。

実績等 評価基準
一次
評価

二次
評価

農
政
課

食農教室事業

食育の一環として、市内の小学生とその
保護者を対象に、健全な食に対する理解
や食と農業の関わりについての理解を深
めるための食農教室を実施する。

小中学生を対象とした、北広島
市産の農産物を紹介するリーフ
レットを配付（小中学校各2回）
※食農教室は新型コロナウイル
ス感染症対策のため中止とし
た。

現状継続 現状継続

担
当
課



現状継続

要検討

見直し

休止
終了

国支出金 道支出金 地方債 その他 一般財源

0

令和3年度目標
新規開設農園数
1件

令和3年度新規
開設農園数
（実績）
0件

事業名 事業内容 事業費
財源内訳（単位：千円）

令 和 4 年 度  事 務 事 業 評 価 調 書

総合
計画
体系

章 5 活力みなぎる産業と交流のまち
評価区分

事業を現状のまま継続して実施するもの

節 5-1 農業の振興
事業効果をさらに高めるために事業内容等を検討するもの

事業の廃止や縮小を見据えて事業内容等を見直すもの

施策 5-1-3 都市住民との交流
事業を休止や終了とするもの

一次評価を踏まえた
今後の方向性
（評価の視点）

安全・安心な農産物への意識や、余暇の過ごし方のひとつとして、家庭菜園に興味を持っている市民も多い。農地保全の観点からは、離農などにより作
付けのされていない農地の活用や、農業者の経営の多角化の一つとして、市民農園の開設は有効であることから、開設支援を継続して行っていく。

二次評価についての
コメント

現状継続とする。

実績等 評価基準
一次
評価

二次
評価

農
政
課

菜園パーク促進事業
認定市民農園に関する情報提供、開設の
相談、開設費用の一部補助を行う。

令和3年度は新規の開設無し。 現状継続 現状継続

担
当
課



現状継続

要検討

見直し

休止
終了

国支出金 道支出金 地方債 その他 一般財源

1,703 1,703

令和３年度目標
①預託放牧利用戸数
４
②線虫対策緑肥えん麦
作付用種子購入量（単
位キロ）　４８００
③エゾシカ電牧柵設置
距離（単位メートル）
３０００
④酪農ヘルパー利用戸
数 ６

令和３年度実績
①預託放牧利用戸数
１
②線虫対策緑肥えん麦
作付用種子購入量（単
位キロ）　２９００
③エゾシカ電牧柵設置
距離（単位メートル）
９００
④酪農ヘルパー利用戸
数　６

事業名 事業内容 事業費
財源内訳（単位：千円）

令 和 4 年 度  事 務 事 業 評 価 調 書

総合
計画
体系

章 5 活力みなぎる産業と交流のまち
評価区分

事業を現状のまま継続して実施するもの

節 5-1 農業の振興
事業効果をさらに高めるために事業内容等を検討するもの

事業の廃止や縮小を見据えて事業内容等を見直すもの

施策 5-1-4 生産・流通の振興
事業を休止や終了とするもの

一次評価を踏まえた
今後の方向性
（評価の視点）

各生産組織の事業活動や畜産振興、野菜生産振興、エゾシカ被害対策等への支援によって、市内農業の振興が図られていることから現状継続とする。

二次評価についての
コメント

現状継続とする。

実績等 評価基準
一次
評価

二次
評価

農
政
課

農業振興奨励事業

道央農業協同組合恵庭・北広島営農セン
ターなどを通し、農業生産組織等へ補助
を実施することにより農業の生産振興を
図る。

農業生産組織育成事業、線虫対
抗緑肥作物の作付、預託放牧・
酪農ヘルパー事業・エゾシカ被
害軽減対策事業に対する補助の
実施

現状継続 現状継続

担
当
課



現状継続

要検討

見直し

休止
終了

国支出金 道支出金 地方債 その他 一般財源

599 599

令和３年度
有害鳥獣捕獲頭
数目標
エゾシカ　110
頭
キツネ　　35頭
カラス等　1500
羽

令和３年度有害
鳥獣捕獲頭数
エゾシカ　195
頭
キツネ　25頭
カラス等　1677
羽

事業名 事業内容 事業費
財源内訳（単位：千円）

令 和 4 年 度  事 務 事 業 評 価 調 書

総合
計画
体系

章 5 活力みなぎる産業と交流のまち
評価区分

事業を現状のまま継続して実施するもの

節 5-1 農業の振興
事業効果をさらに高めるために事業内容等を検討するもの

事業の廃止や縮小を見据えて事業内容等を見直すもの

施策 5-1-4 生産・流通の振興
事業を休止や終了とするもの

一次評価を踏まえた
今後の方向性
（評価の視点）

カラス、キツネ、エゾシカによる農業被害を低減し、農業経営の安定につなげるため、継続して駆除を実施する。

二次評価についての
コメント

現状継続とする。

実績等 評価基準
一次
評価

二次
評価

農
政
課

鳥獣による農作物等
被害防止対策事業

平成27年度に設置した鳥獣被害対策実施
隊によって、エゾシカ等の有害鳥獣駆除
を推進する。

鳥獣被害対策実施隊員の有害鳥
獣捕獲活動に係る報酬
委嘱実施隊員　37人

現状継続 現状継続

担
当
課


